
市の動向を、タイムリーに掲載します

　4月6日㈰、狭山消防署
において狭山市消防団入
団式を挙行しました。狭山
市消防団は、本業を持ちな
がら「自分たちのまちは自
分たちで守る」という精神
で、地域の安全・安心を守るために活躍しています。
　今年度の消防団員入団者数は8名で、総員238名（機能
別団員7名を含む）となりました。
問合せ　危機管理課へ☎2968‐6527

　市では、4月6日㈰～15
日㈫の全国交通安全運動
期間中、狭山警察署などと
連携し、通学路での交通安
全指導や商業施設での啓
発活動を行うなど交通事
故の防止を呼びかけました。また、市内の保育園、幼稚園、
小・中学校において交通安全教室を定期的に実施してい
ます。市の重点目標として掲げている「子どもと高齢者の
交通事故防止」のため、今後も対策に取り組んでいきます。
【交通事故を防ぐポイント】
◆�車両を運転する際は、対向車や歩行者など周囲の状況
をよく確認しましょう
◆�自転車の事故が増えています。一時停止を怠らず、安全
を確認してから走行しましょう
◆�歩行者は無理な車道の横断をやめましょう
問合せ　交通防犯課へ☎2937‐6641

春の全国交通安全運動を実施

7年度狭山市消防団入団式を挙行

　市民の皆さんが、地域課題の解決に向け、市と協働で実
施したいテーマを自由に企画・提案する事業です。
●�にじいろ体操教室（一般社団法人m
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ama’s�c

コ ミ ュ ニ テ ィ
ommunity）�

　�障害のあるこどもやその家族も気兼ねなく参加できる
体操教室を開催
●�狭山市探訪ウォーキングマップの制作（NPO法人さや
ま生涯学習を進める市民の会）
　�狭山市の歴史・文化などに親しむマップを制作し、ウ
オーキングイベントを開催
●おさがり交換会（NPO法人こそだて支援c

コ モ ノ

omono）
　�サイズアウトしたこどもの洋服や雑貨などを持ち寄
り、譲り合える場や交流の場を提供
�●�イベント型子どもの居場所づくり事業�ねこのたまり場
（NPO法人A

ア ク ト
KTO）

　�「何もしなくてもよい」をコンセプトとしたこどもの居
場所づくりとイベントを実施
●�H
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ospitality�H

ハ ロ ウ ィ ー ン
alloween「AIクッキング（お菓子作り体

験）、トリックオアトリート」（同実行委員会）
����西武文理中・高・大の生徒・学生を中心とした実行委員
会がこどもから高齢者まで幅広い世代を対象にしたハ
ロウィーンイベントを企画し、開催
●�人・動物福祉の協働活動と人材育成（さやま猫預かりボ
ランティアサークル）
　�飼育者が不在となった猫問題や多頭飼育問題に取り組

むとともに、猫飼育者への適正飼育を啓発するための
ボランティアを育成するセミナーを実施
●子育てたっち（NPO法人いりそ支え合いたっち）
　�子育て中の方が「保護者」という役割から離れ、自分自
身と向き合う時間を提供するため、お話し会や運動、も
のづくりなどを実施

7年度�提案型協働事業が決定

市民提案型協働事業：7事業

▲詳細はこちら

行政提案型協働事業：3事業

　市が市民活動団体などと協働で実施したい公共的な課
題をテーマにし、それに沿った提案を募集する事業です。
●��集まれ、オンラインしゃべり場（NPO法人地域教育ネ
ットワーク）
　�オンラインでこどもや若者、子育て中の若い保護者が
交流したり、悩みを話したりできる場を提供
●�災害対策本部と地域を結ぶ通信網の確立(狭山非常通
信チーム)
����各地区にポータブル無線設備を設置し、災害時に災害
対策本部と各地区の防災拠点を結ぶアマチュア無線通
信網を確立する
●�青少年のための文化体験フェスティバル（狭山市文化
団体連合会）
����市内の小・中学生を対象に、日頃触れる機会の少ないさ
まざまな文化を体験する機会を提供

問合せ　自治文化課へ☎2937-5749
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